











































































































会場には、学内では、この秋に SJ に行く 2 年次の留学生、かつて SJ に参加し、小林さん
とも現地で交流した 3 年次の留学生、SJ には行かないがいま事前学習授業を受講中の日本人
学生、および他学部教員が足を運んでくれた（学部所属教員の参加は無し）。また学外では、
いつもの在京飯田高校同窓会メンバー、講師と同郷の高森町出身者、中国残留孤児や中国帰


















●日時：2016 年 7 月 9 日（土）15:00 ～ 18:00
●会場：市ヶ谷キャンパス ボアソナードタワー 3 階 0300 教室
●内容：歌集『伊那の谷びと』を出版した小林勝人さんの語り



























●日時：2016 年 6 月 22 日（水）15:20 ～ 16:40





































●日時：2016 年 10 月 30 日（日） 13:30 ～ 17:30










































































































今 回 の 講 演 会 は、 講 師 で あ る ト マ ス・ カ ス リ ス 氏 の 著 書 Intimacy or Integrity: 





掲書のほかZen Action/ Zen Person (1989)、Shinto: The Way Home (2004)（邦訳：『神道』
ちくま学芸文庫、2014 年）、Japanese Philosophy: A Sourcebook (2011)（共編著）などがある。
また 2017 年には単著の日本哲学史（Engaging Japanese Philosophy: A Short History）が
刊行される予定である。





















































































初日の国際シンポジウム “The influence of the Easter Rising on Political Developments in 
East Asia” ではイースター蜂起とアジアの政治的状況を歴史的に考察した。同シンポジウム
はアイルランド政府助成金 (The Ireland 2016 Fund) の後援を受け、北アイルランド Queen’


















“The influence of the Easter Rising on Political Developments in East Asia”
基調報告　後藤浩子（法政大学経済学部）
パネルディスカッション　
Aglaia De Angeli(Queen's University Belfast)　‘A Republic for China and Ireland: 
A New Beginning’
182
愼 蒼宇（法政大学社会学部）’A Consideration of the Easter Rising and the Korean 
Nationalist Movements of the Same Period in Terms of Thought, Sentiment and 
the Movement themselves’
Peter O‘Connor（武蔵野大学）’Britain’s Korea, Japan’s Ireland?: The East on Easter 1916 









Brian Sayers（目白大学）’Easter 1916 and the Fenian Ideal’（使用言語　英語）
シンポジウム「イースター蜂起――１００年を経た今」
森ありさ（日本大学）「イースター蜂起と世界大戦―コメモレーションをめぐる諸問題」
伊達直之（青山学院大学）「文学者が見たイースター蜂起」
三神弘子（早稲田大学）「イースター蜂起以外の 1916 年」
佐藤亨（青山学院大学）「北アイルランドと 1916 年」
